






































    　　発見・状態化  振った
　いいきり２．時間を現実に特定する　すんだ・かつてのこと hutï

























































































































































































































































ʃu:ja  fso: kari:,  mma: urju: tabaɿtaɿ.
「祖父は　草を　刈って、祖母は　それを　しばった」（第２中止形）
シューヤ　サキュー　ヌミッティ、ウンカラ　ニヴタイ゜．（カナ表記は西岡による）













る助詞「カラ」の付与は任意である。(29) を (30) のように解釈することはでき
















































































































第１中止形　　numi（飲んで） ヌミ  ＜　＊飲みあり
第２中止形　　numiQte（飲んで） ヌミッテ  ＜　＊飲みありしてあり
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